
社会資本総合整備計画(防災・安全交付金）　（新規）
75 災害につよいまちづくり
平成26年度～平成30年度（５年間） 裾野市

市指定避難所周辺の道路を整備し、安全な避難、物資輸送を可能にする。

市指定緊急輸送路と、指定避難所周囲半径500ｍ以内の幅員9.5ｍ以上の市道の延長を増加させる。

増加割合＝（計画完了時の延長÷当初延長）×100

百万円 百万円 百万円 百万円

Ａ　地方道路整備事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 道路 備考
種別 種別 団体 間接 主体 種別 H26 H27 H28 H29 H30

75-A1 道路 一般 裾野市 直接 裾野市 市町村道 交安 歩道整備L=0.3㎞ 裾野市 147

75-A2 街路 一般 裾野市 直接 裾野市 S街路 改築 バイパスL=0.2㎞ 裾野市 620

75-A3 街路 一般 裾野市 直接 裾野市 S街路 改築 バイパスL=0.25㎞ 裾野市 660

75-A4 道路 一般 裾野市 直接 裾野市 市町村道 交安 歩道整備L=0.3㎞ 裾野市 15 計画32より移行

合計 1,442

Ｂ　関連社会資本整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業 備考

種別 種別 団体 間接 主体 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 備考
種別 種別 団体 間接 主体 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

その他関連する事業
32 暮らしの安全・安心を創出する“ふじのくに”のみちづくり

交付 備考
団体

32-A'108 道路 裾野市 (2)市道2-29号線 裾野市 247 計画32移行元

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容 市町村名 事業実施期間（年度）

要素事業名

要素事業名 全体事業費
（百万円）

省略

工種

市町村名 全体事業費
（百万円）事業種別

計画等の名称

0.0%
効果促進事業費の割合0

省略
工種

備考
最終目標値

アウトカム指標の現況値及び目標値

市指定緊急輸送路及び指定避難所の半径500ｍ位内の9.5ｍ以下の市道を整備し、災害時における避難、物資輸送の安全化を図る。
想定幅員構成 9.5ｍ（車道3.0ｍ×２　路肩0.5ｍ×２　歩道片側2.5ｍ）対象範囲内の9.5ｍ以上の道路延長を３％以上延ばす。
現況16㎞を16.5㎞以上に。

アウトカム指標の定義及び算定式
中間目標値

全体事業費

103100

（H26当初)

交付団体

（H30末)

Ｂ

（２）市道２－２９号線

　　　市道2383号線

（都）平松深良線（滝頭工区）

0

（都）平松深良線（稲荷工区）

計画の名称
計画の期間
計画の目標

計画の成果目標（アウトカム指標）

1,4421,442合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

Ａ

事業内容

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

Ｃ

C'

平成26年2月25日

（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

当初現況値

（延長・面積等）
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

省略
工種

事業内容 市町村名

市町村名要素事業名

0百万円A' 247百万円 (C+C')/(A+A')＋(B+B')＋(C+C') 0.0%B'

要素事業名

0百万円
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